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禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　任期満了（２月１９日）に伴う改選後、初めての議会が２月２０日に開催

されました。

　議長・副議長の選挙、議席の指定、各常任委員会委員・議会運営委員

会委員の選任、広域連合議会議員・組合議会議員の選挙を行い、その後、

提出された議案等を審議し、全て原案のとおり可決・承認・同意し閉会

しました。

　なお議会構成、議案等の主な内容は次のとおりです。

◆
議
長
の
選
挙

※
投
票
総
数
　
　
　
　
　
９
票

※
有
効
投
票
　
　
　
　
　
９
票

※
無
効
投
票
　
　
　
　
　
０
票

　
有
効
投
票
数
の
う
ち

　
中
川
　
　
一
　
　
　
　
８
票

　
佐
藤
　
頼
幸
　
　
　
　
１
票

　◆
副
議
長
の
選
挙

※
投
票
総
数
　
　
　
　
　
９
票

※
有
効
投
票
　
　
　
　
　
９
票

※
無
効
投
票
　
　
　
　
　
０
票

　
有
効
投
票
数
の
う
ち

　
川
村
　
裕
司
　
　
　
　
８
票

　
佐
藤
　
頼
幸
　
　
　
　
１
票

　（
次
の
二
つ
の
選
挙
は
議
長
の

　
指
名
推
薦
に
よ
り
決
定
）

◆
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合

　
議
会
議
員

　
船
橋
敦
子
、
三
谷
百
十
樹

◆
南
渡
島
消
防
事
務
組
合
議
会

　
議
員

　
浦
梅
吉
、
川
村
裕
司
、

　
髙
橋
茂
夫

◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会

◎
委

員

長
　
　
吉
　
　
英
樹

○
副
委
員
長
　
　
三
谷
百
十
樹

　
委
　
　
員
　
　
野
田
　
重
毅

　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
梅
吉

川
村
　
裕
司

◆
民
生
文
教
常
任
委
員
会

◎
委

員

長
　
　
船
橋
　
敦
子

○
副
委
員
長
　
　
髙
橋
　
茂
夫

　
委
　
　
員
　
　
千
葉
　
光
義

　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
頼
幸

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
委

員

長
　
　
浦
　
　
梅
吉

○
副
委
員
長
　
　
千
葉
　
光
義

　
委
　
　
員
　
　
髙
橋
　
茂
夫

　
　
　
　
　
　
　
船
橋
　
敦
子

※
委
員
の
任
期
は
２
年

※
委
員
は
議
席
順
に
掲
載

◆
鹿
部
町
監
査
委
員
の
選
任

○
議
会
選
出

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
髙
橋
茂

夫
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

○
識
見
を
有
す
る
者

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
上
野
憲

一
氏
を
再
度
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２８

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
　
年
１
月
　
日
付
け
で
専

２９

１６

決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
２
０
３
万

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
　
億
４
５
５
２
万
７
千
円
と

３０
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
件
数
増
加
に
伴
う
関
連
費

用
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

　◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２８

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
８

万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
　
億
４
３
０
４
万
３
千
円

３０

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
公
民
館
改
修
に
係

る
設
計
及
び
工
事
請
負
費
の
入

札
減
が
主
な
も
の
で
す
。

選

挙

常

任

委

員

会

同
意
（
人
事
）

承

認

補

正

予

算
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巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　今定例会は、平成２９年度一般会計予算及び特

別会計予算等の議案５件について、議長を除く

議員全員で構成する予算審査特別委員会に付託

され、審査の結果いずれも原案どおり可決すべ

きものと決定され、委員長報告のとおり可決さ

れました。

　

　上記５件のほかに

　●町長提出議案　　　　　１０件

　●同意（副町長の選任）　１件

　

　全て原案のとおり可決、同意し、閉会しまし

た。

平成29年度一般会計予算可決 28億4,700万平成29年度一般会計予算可決　28億4,700万円円

増減率増減額２８年度２９年度
年度別

会計別

０．３２％９，０００２，８３８，０００２，８４７，０００一 般 会 計

▲ ７．８０％▲ ８４，５４３１，０８３，５４３９９９，０００国 民 健 康 保 険

特 別 会 計
５．０１％１８，８６２３７６，１６１３９５，０２３介 護 保 険 事 業

２．７９％１，３９５５０，０１５５１，４１０後期高齢者医療

▲ ４．２６％▲ ６４，２８６１，５０９，７１９１，４４５，４４３小 計

▲ １０．８７％▲ １９，７９４１８２，０６９１６２，２７５水 道 事 業 会 計

表１ 単位：千円

○行政ネットワーク更改事業の増

○町内防犯灯ＬＥＤ化による増

○鹿部小学校校舎改修事業の増

○大規模災害に伴う避難所開設のための

　備品購入費の増

○中央公民館改修事業完了による減

主な内容

　当初予算規模は、前年度当初予算対比で９百万円

（０．３２％）の増額となりました。

　主な内容は下記のとおりです。

　各会計予算については表１のとおりです。また、

平成２９年度予算の概要については、広報しかべ４月

号に掲載しておりますので、省略いたします。

※一般会計は、平成２８年度一般会計予算より事業の繰越を予定している「個人番号カード交付事業」及び国の

補正予算に伴う繰越事業の「経済対策分臨時福祉給付金」をあわせた事業費、１，３９２万３千円を加え、総額で

は２８億６，０９２万３千円となります。

※水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

●３月９日～３月１０日

（会期は４日間で、実日数は２日開催）

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２８

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
７

５
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
　
億
７
３
２
９
万
１
千
円

２９

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
も
の
で
、
工
事
請
負
費
等
の

入
札
減
及
び
各
科
目
の
執
行
見

込
に
よ
る
減
額
が
主
な
も
の
で

す
。
　
一
方
追
加
は
、
国
の
補
正
予

算
で
あ
る
経
済
対
策
分
臨
時
福

祉
給
付
金
の
事
業
費
と
し
て
、

１
４
３
８
万
円
の
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。（
※
年
度
末
ま
で

の
期
間
が
短
い
た
め
、
内
１
３

５
４
万
５
千
円
は
予
算
繰
越
措

置
を
し
て
い
ま
す
。）

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２８

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３
８

９
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
　
億
３
８
４
万
５
千
円
と

１１

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
執
行
見
込
の
減
額
が
主
な
も

の
で
す
。

補

正

予

算



鹿部町議会だより（５）

定
　
　
　
例
　
　
　
会

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２８

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
６

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
５
１
４
１
万
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
の
額
確
定
に

よ
る
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び

鹿
部
町
職
員
等
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
平
成
　
年
　
月
に

２８

１２

公
布
さ
れ
た
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
に
関
す
る
法
律
及
び
育

児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　◆
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
設
置
す
る
鹿
部
町
学

校
運
営
協
議
会
（
※
）
委
員
に

つ
い
て
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
非
常
勤
の
特
別
職
に

追
加
す
る
改
正
で
す
。

※
鹿
部
町
学
校
運
営
協
議
会
と

は
、
教
育
委
員
会
及
び
校
長

等
の
権
限
と
責
任
の
下
、
学

校
と
保
護
者
、
地
域
住
民
と

一
体
に
な
っ
て
学
校
運
営
の

改
善
や
生
徒
等
の
健
全
育
成

に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
で

す
。

◆
鹿
部
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
平
成
　
年
　
月
に
公
布
さ
れ

２８

１１

た
地
方
税
法
・
地
方
交
付
税
法

及
び
地
方
税
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
制
度
の
適
用
期
限
の
延
長
、

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特

例
の
延
長
、
消
費
税
率
引
上
げ

時
期
の
変
更
に
伴
う
法
人
税
割

の
税
率
の
改
正
及
び
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
の
導
入
の
時

期
変
更
に
伴
う
規
定
の
整
備
外

で
す
。

◆
鹿
部
町
障
害
支
援
区
分
認
定

審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
第
５
次
地
方
分
権
一
括
法
の

施
行
に
よ
り
、
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行

令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
障
害
支
援
区
分
認

定
審
査
会
委
員
の
任
期
に
つ
い

て
、
２
年
を
超
え
て
３
年
以
下

の
期
間
を
市
町
村
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
町
の
委
員
の
任
期
を
３
年
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
介
護
保
険
法
施
行

規
則
等
の
一
部
改
正
に
あ
わ
せ
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
に
関
す
る
運
営
基
準
等
が

改
正
さ
れ
、
地
域
密
着
型
通
所

介
護
に
係
る
基
準
を
国
の
基
準

省
令
に
基
づ
き
市
町
村
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
本
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

◆
鹿
部
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
介
護
保
険
法
施
行

規
則
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
運

営
基
準
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
、
通
所
介
護
事

業
者
に
お
い
て
、
運
営
推
進
会

議
の
設
置
義
務
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

◆
資
源
ご
み
及
び
し
尿
等
の
処

理
に
係
る
森
町
へ
の
事
務
委

託
に
つ
い
て

　
当
町
の
資
源
ご
み
、
し
尿
及

び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
つ
い

て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
並
び
に
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
例
年
の

と
お
り
森
町
へ
委
託
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め

た
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
副
町
長
の
選
任
に
つ

い
て

　
新
し
い
副
町
長
に
、
大
村
師

正
氏
（
鹿
部
町
字
宮
浜
３
１
０

番
地
４
）
が
選
任
さ
れ
、
満
場

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

そ

の

他

条

例

同
意
（
人
事
）
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今
回
の
選
挙
で
投
票
数
の
３

分
の
２
以
上
の
得
票
を
得
て
当

選
さ
れ
、
町
民
は
盛
田
町
長
に

大
変
期
待
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
　
そ
こ
で
町
長
は
３
つ
の
約
束

と
し
て
、
町
の
魅
力
を
高
め
る
、

多
様
な
人
材
育
成
、
子
供
・
お

年
寄
り
の
幸
せ
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、　２０

の
項
目
が
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
選
後
の
新
聞
記
事

で
は
、
目
指
す
町
づ
く
り
と
し

て
、
日
本
一
の
魅
力
あ
る
漁
師

の
町
と
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ

せ
る
町
を
目
指
す
と
の
記
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
町
か
、
例
を
あ
げ
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　
私
の
公
約
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
私
は
、
短
い
選
挙

期
間
中
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
経
験
か
ら
チ
ラ
シ
に

て
、
３
つ
の
お
約
束
を
掲
げ
ま

し
た
。
そ
の
お
約
束
を
実
現
す

る
た
め
、　

の
項
目
に
わ
た
る

１１

事
業
目
標
を
お
示
し
い
た
し
ま

し
た
。

　
私
を
知
ら
な
い
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
、
私
の
基
本
的
な
考

え
方
や
運
営
姿
勢
が
伝
わ
る
よ

う
に
と
、
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル

に
掲
げ
た
目
標
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
目
標
に
向
け
各
世
代
み
ん

な
で
議
論
し
、
よ
り
良
い
政
策

へ
と
押
し
上
げ
て
い
た
だ
き
、

　
年
後
、
　

年
後
に
我
々
の
後

５０

１００

輩
た
ち
が
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
が
、
覚
悟
を
も
っ
て
決
め

て
く
れ
た
ん
だ
、
俺
た
ち
も
勇

気
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

か
、
と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

政
策
が
築
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
お
約
束
の
１
つ
目
は
、
町
の

魅
力
を
高
め
る
と
い
た
し
ま
し

た
。
　
全
国
的
な
人
口
減
少
の
危
機

は
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
同

じ
で
あ
り
ま
し
て
、
私
が
お
世

話
に
な
っ
た
中
学
の
野
球
部
か

ら
は
、
練
習
中
の
賑
や
か
な
声

が
消
え
、
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し

て
は
成
り
立
た
ず
、
た
っ
た
１

組
、
２
人
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
た
時

に
は
、
胸
が
痛
く
、
目
の
奥
に

熱
い
も
の
が
湧
き
上
が
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
元
気
な
子
供
た
ち
の
声
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
は
、
や
は
り
、

町
自
体
に
魅
力
が
な
く
て
は
い

け
な
い
、
そ
の
思
い
か
ら
１
つ

目
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ず

は
本
町
の
す
べ
て
の
産
業
へ
と

波
及
す
る
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
の
振
興
が
最
優
先
で
あ
り
ま

し
て
、
漁
業
者
が
安
心
し
て
、

こ
こ
鹿
部
で
従
事
で
き
る
体
制

づ
く
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。

　
漁
業
者
へ
の
保
険
制
度
支
援

で
は
、
利
子
補
給
や
借
入
条
件

の
緩
和
な
ど
を
、
漁
業
支
援
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
種
補
助
制
度

や
経
営
指
導
な
ど
、
人
づ
く
り

に
対
す
る
支
援
を
、
漁
業
従
事

者
の
人
員
確
保
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
部
の
漁
家
に
お
き

ま
し
て
、
外
国
人
研
修
生
の
受

入
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
空
き
家
等
の
提
供
は
で
き

な
い
の
か
、
関
係
機
関
と
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
廃
棄
物
処
理
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
に
お

い
対
策
や
生
産
性
の
あ
る
処
理

方
法
な
ど
、
革
新
的
取
組
へ
の

協
議
、
研
究
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

前
浜
で
従
事
が
可
能
で
あ
り
ま

す
浅
海
漁
業
や
漁
船
漁
業
支
援

も
大
変
重
要
と
考
え
て
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
攻
め
の
姿
勢
で
支

援
、
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
る
つ

も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
、
昆

布
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
な
ど
育
て

る
漁
業
へ
の
支
援
の
継
続
は
も

ち
ろ
ん
、
他
の
魚
種
に
つ
き
ま

し
て
も
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
魚
種
が
蝟

集
す
る
、
昆
布
礁
な
ど
の
設
置

の
ほ
か
、
有
望
な
魚
種
の
漁
場

造
成
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
、

地
場
企
業
支
援
に
よ
る
雇
用
・

賑
わ
い
づ
く
り
を
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
元
企
業
の
活
性
化
支
援
は
、

私
の
行
政
経
験
か
ら
、
強
い
思

い
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
鹿
部

流
の
取
組
方
で
地
域
循
環
型
経

済
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
元
企
業
振
興
条
例
の
制
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
進
地
事

例
を
参
考
に
、
漁
協
や
漁
業
者

も
含
め
地
元
企
業
や
町
民
、
行

政
の
役
割
を
明
確
に
い
た
し
ま

し
て
、
地
域
循
環
型
経
済
の
構

築
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
担
い
手
対
策
、
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
、
商
品
開
発
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
　
年
度
に
実

２８

施
い
た
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
も
と
に
有
効
な
対
策
、

規
模
な
ど
を
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
販
路

拡
大
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

佐藤頼幸　議員

町
長
の
公
約
に
つ
い
て

■
公
約
や
目
指
す
町
づ
く
り

に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
財

源
を
選
択
と
集
中
に
て
有

効
活
用
し
、
町
民
皆
様
方

と
一
丸
と
な
り
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長
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ま
ず
は
、
受
け
皿
と
な
る
団
体

等
の
育
成
を
検
討
、
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
間
伐
材
・
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
を
活
用
し
た
新
産
業
構
築
に

つ
き
ま
し
て
は
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
や
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
管
内
の

先
進
地
事
例
を
参
考
と
し
な
が

ら
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
は
、
町
の
魅
力
、
雇

用
の
場
と
し
て
大
変
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
３
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
、

道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
観
光
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
合
産
業
で
ご
ざ
い
ま
す
観

光
を
軸
に
町
民
一
人
一
人
が
主

役
と
な
り
、
輝
い
て
い
た
だ
き
、

笑
顔
あ
ふ
れ
、
光
り
輝
く
町
へ

繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
顔
の
見
え
る
漁
業
構
築
の
た

め
商
品
開
発
や
試
験
販
売
の
実

施
・
週
末
市
場
開
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
水
産
加
工
業
者
に
よ

る
開
発
・
取
組
は
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
浜
の
母
さ
ん
や
漁
業

者
が
自
ら
販
売
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
温
泉
利
活
用
施
設
拡
充
・
交

通
体
制
整
備
・
各
公
共
施
設
と

の
連
携
強
化
・
情
報
発
信
機
能

強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
間
歇

泉
公
園
第
２
期
周
辺
整
備
計
画

の
中
に
お
い
て
協
議
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
滞
在
型
、
広
域
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
観
光
促

進
事
業
の
中
に
お
い
て
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
４
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
、

行
財
政
改
革
に
よ
る
財
政
規
律

の
堅
持
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
財
政
規
律
と
あ
り
ま
す
が
、

意
味
合
い
と
し
て
は
健
全
財
政

の
意
味
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
町
民
満
足
度
調
査
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
職
員
参
加
に
よ
る

町
民
の
生
活
実
態
調
査
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
い
た
し
ま
す

が
、
職
員
に
と
っ
て
は
重
要
な

研
修
の
場
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
い
段
階
に
そ
の
方
法
等
を
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策

定
・
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実

施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
か
れ

た
町
政
づ
く
り
に
重
要
な
政
策

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
い
た
し
ま
し
て
、
条
例

制
定
の
議
論
を
通
じ
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
は
町
民
で
あ
る
と

の
住
民
自
治
の
原
点
を
再
確
認

し
、
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
、

住
民
自
治
を
将
来
に
わ
た
っ
て

実
行
す
る
た
め
に
町
ぐ
る
み
で

の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
黒
塗
り
町
長
車
廃
止
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
長
の
専
用
車
で

は
な
く
多
目
的
に
利
用
で
き
る

車
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
期
的
な
勉
強
会
の
実
施
な

ど
に
よ
る
活
気
あ
る
行
政
組
織

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず

は
管
理
職
か
ら
定
期
的
な
勉
強

会
を
開
催
し
、
社
会
情
勢
な
ど

の
変
化
に
対
応
で
き
る
、
成
長

す
る
組
織
と
し
て
い
く
考
え
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
約
束
の
２
つ
目
に
は
、
多

様
な
人
材
育
成
と
い
た
し
ま
し

た
。
　
教
育
は
、
国
や
町
づ
く
り
の

礎
で
あ
り
ま
し
て
、
も
っ
と
も

重
要
視
す
べ
き
分
野
の
一
つ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
問
題
同
様
、

人
材
の
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
界
、
各
分
野
に
お
き
ま
し
て

大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
家
庭
環
境
や
地
域
事
情
に
よ

っ
て
子
供
た
ち
が
自
分
の
夢
を

あ
き
ら
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

行
政
と
し
て
最
大
限
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
の
想
い
か
ら
、

２
つ
目
の
お
約
束
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
支
援
強
化
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
現
在
、
育
成
事
業
や
社
会
教

育
事
業
等
も
か
な
り
精
力
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
郷
土
愛
づ
く
り
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

　
他
の
地
域
や
世
界
へ
と
羽
ば

た
い
て
い
く
、
我
が
鹿
部
っ
子

が
、
そ
の
地
で
活
躍
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
は
、
ふ
る
さ
と
を

し
っ
か
り
と
語
る
こ
と
が
で
き
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
鹿
部
検
定

の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ

る
さ
と
鹿
部
町
を
語
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
と
と

も
に
、
既
に
問
題
作
成
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

検
定
実
施
に
向
け
体
制
づ
く
り

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
や
観
光
に
特
化

し
た
も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

活
用
法
を
考
え
て
、
利
用
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
お
祭
り
、
鹿
部
小
唄
等
保
存

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化

継
承
の
観
点
か
ら
、
年
配
の
方

か
ら
子
供
ま
で
一
緒
に
踊
る
こ

と
の
で
き
る
鹿
部
小
唄
の
踊
り

を
教
育
現
場
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
、
ま
た
、

保
存
会
な
ど
の
組
織
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
な
ど
、
協

議
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
人
間
力
を
意
識
し

た
教
育
環
境
の
充
実
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。

　
物
事
に
意
欲
的
に
挑
戦
し
、

他
の
人
と
協
力
し
て
困
難
を
克
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服
で
き
る
よ
う
な
知
識
と
知
恵
、

教
養
と
修
養
を
兼
ね
備
え
た
鹿

部
っ
子
を
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
海
賊
キ
ャ

ン
プ
実
施
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
内
容
な
ど

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
子
供
た
ち

自
ら
や
り
た
い
こ
と
を
決
め
て

行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

生
き
る
た
め
の
体
験
を
行
う
場

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
進
地
で
は
、
人
口
よ
り
も

多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
、
２
泊
３
日
の
キ
ャ
ン
プ

か
ら
移
住
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
例
も
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
の
で
実
施
に
向
け
て
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
度
教
育
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
お
手

伝
い
し
て
く
れ
る
方
々
の
有
効

活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
有
名
校
進
学
だ
け
が
全
て
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
夢
を
か

な
え
る
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
お
約
束
の
３
つ
目
は
、
各
世

代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
、
子
ど
も
、

お
年
寄
り
の
幸
せ
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
１
つ
目
に
は
、
高
齢
者
福
祉

の
充
実
を
掲
げ
ま
し
て
、
空
き

家
利
用
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
方
、
子
育
て
世
代
の
枠
を
取

り
払
っ
た
施
設
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
り
ま
す
。

　
運
営
面
で
も
高
齢
者
や
子
育

て
世
代
の
方
々
が
か
か
わ
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
、
共
生
型
地
域
福
祉
拠
点

づ
く
り
に
向
け
協
議
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ラ
チ
ナ
人
材
セ
ン

タ
ー
構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
子

育
て
世
代
や
学
生
な
ど
を
加
え

ま
し
て
、
ど
な
た
で
も
得
意
分

野
を
生
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
リ
ゾ
ー
ト
パ
ワ
ー
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
間
口

除
雪
や
教
育
、
地
域
交
通
な
ど

全
て
の
政
策
に
活
用
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
に
向
け
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
減
災
体
制
づ
く
り
で

は
、
町
内
会
の
機
能
充
実
に
向

け
た
、
町
内
会
単
位
で
の
連
携
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
担
当
職
員
配
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
役
場
の
人
が
わ
か

ら
な
く
て
不
安
だ
、
と
の
声
が

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
普
段
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

れ
る
対
応
を
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
定
期
的
な
訓
練
の
実
施
に
つ

き
ま
し
て
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
速
や
か
に
対
応
で
き
ま

す
よ
う
定
期
的
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
確
認
や
訓
練
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
交
通
体
制
づ
く

り
で
は
、
交
通
弱
者
支
援
の
た

め
の
新
た
な
交
通
体
制
構
築
に

向
け
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
子
育
て
世
代
支
援

で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の

子
育
て
支
援
や
保
育
体
制
の
充

実
に
向
け
、
夏
休
み
、
冬
休
み

に
幼
稚
園
の
子
供
た
ち
を
預
か

る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
早
急

に
整
備
で
き
る
よ
う
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
０
歳
か

ら
２
歳
ま
で
の
子
供
を
預
か
る

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
協
議
、

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
材
の
無
料
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
幼
少
中
の
教
材
、
ド
リ

ル
や
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
無
料
化

に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ

ェ
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
者
対
策
と
同
様
、
ど
な
た
で

も
利
用
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の
構

築
に
向
け
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
皆
様
と
と
も
に
共
有

し
て
お
き
た
い
目
指
す
べ
き
町

の
姿
と
し
て
私
が
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
の
が
、
日
本
一
魅
力

あ
る
漁
師
町
、
日
本
一
行
っ
て

み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
漁
師

町
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
鹿
部
町
が
ひ
と
つ
の

揺
る
ぎ
無
い
チ
ー
ム
と
し
て
、

他
の
町
、
地
域
に
立
ち
向
か
い
、

必
ず
や
り
抜
く
ん
だ
、
絶
対
成

し
遂
げ
る
ん
だ
と
確
固
た
る
想

い
が
な
い
限
り
、
夢
、
志
、
は

達
成
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
秀
峰
駒
ケ
岳
を
仰
ぎ
、
ど
こ

ま
で
も
続
く
水
平
線
、
太
平
洋

を
眼
下
に
ゴ
ル
フ
場
が
二
つ
も

あ
り
、
民
間
の
飛
行
場
も
あ
り
、

道
内
で
唯
一
の
漁
業
研
修
所
も

あ
る
。
ど
こ
に
も
負
け
な
い
働

き
者
の
漁
師
た
ち
に
、
水
産
加

工
場
の
方
々
、
す
ぐ
近
く
に
は

静
か
な
森
に
囲
ま
れ
た
リ
ゾ
ー

ト
が
広
が
り
、
温
泉
が
豊
富
で

全
国
的
に
も
珍
し
い
間
歇
泉
を

有
し
、
お
い
し
い
タ
ラ
鍋
、
イ

カ
刺
し
、
う
に
、
た
ら
こ
、
真

昆
布
た
っ
ぷ
り
で
だ
し
を
取
っ

た
タ
コ
し
ゃ
ぶ
、
マ
ツ
カ
ワ
ガ

レ
イ
に
あ
ぶ
ら
こ
、
浜
の
か
あ

さ
ん
た
ち
が
切
り
盛
り
す
る
食

堂
が
あ
り
、
地
元
食
材
を
温
泉

で
蒸
す
こ
と
が
で
き
て
、
町
内

に
は
素
晴
ら
し
い
飲
食
店
、
一

軒
宿
の
歴
史
あ
る
旅
館
か
ら
ホ

テ
ル
ま
で
あ
る
。
加
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
し
っ
か

り
充
実
し
て
い
る
。

　
現
在
で
も
、
こ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
町
に
、
顔
の
見
え
る
漁

業
を
し
っ
か
り
と
浸
透
さ
せ
、

都
会
の
人
た
ち
が
漁
師
や
浜
の

母
さ
ん
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
会
い

に
来
る
、
磯
を
開
放
し
て
い
て
、

子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
き
渡
る
、

育
て
る
漁
業
や
思
い
切
っ
た
漁

場
造
成
な
ど
に
よ
り
漁
業
者
の

所
得
は
向
上
し
、
加
工
屋
さ
ん

も
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、
付

加
価
値
の
高
い
商
品
を
全
国
、
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世
界
へ
と
発
信
、
販
売
し
て
い

る
。
浜
の
方
々
も
リ
ゾ
ー
ト
に

別
荘
を
持
ち
、
従
業
員
と
温
泉

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
、
ま

た
厳
寒
の
海
へ
と
出
て
い
く
。

　
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
の
た

め
の
カ
フ
ェ
や
福
祉
施
設
が
充

実
し
て
い
て
、
地
域
内
の
す
べ

て
の
産
業
で
循
環
が
始
ま
り
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
活
用

し
た
新
た
な
産
業
が
雇
用
を
生

み
、
地
熱
、
温
泉
熱
な
ど
で
野

菜
や
フ
ル
ー
ツ
も
作
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
才
に
な
っ
て
も
浜
の
母
さ

９０
ん
食
堂
で
働
き
、
海
藻
を
道
の

駅
へ
出
荷
し
て
、
孫
に
家
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
、
我
が
子
、

孫
に
も
こ
こ
に
住
ん
で
も
ら
い

た
い
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
い
る
鹿
部
で
働
き
た
い
、

そ
う
言
え
る
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
一
人
一
人
が
輝
く
ま
ち
。

　
そ
れ
こ
そ
が
、
日
本
一
魅
力

あ
る
漁
師
町
、
日
本
一
行
っ
て

み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
漁
師

町
の
私
の
イ
メ
ー
ジ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
夢
を
皆
様
と
語
り
、
よ

り
良
い
夢
へ
と
押
し
上
げ
て
、

共
有
し
、
絶
対
成
し
遂
げ
る
ん

だ
と
確
固
た
る
思
い
で
、
一
歩

一
歩
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
次
の
世
代
へ
何
を
残

し
、
何
を
残
さ
な
い
の
か
、
各

世
代
が
と
も
に
悩
み
、
決
定
し
、

胸
を
張
っ
て
次
世
代
へ
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

そ
う
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
当
然
、
そ
こ
に
は
健
全
財
政

の
基
盤
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
限
ら
れ
た
財
源
を
選
択
と

集
中
に
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

が
基
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
各
世
代
、
皆
様
の
出
番
を
創

出
し
、
小
さ
な
気
づ
き
や
想
い

を
大
切
に
、
対
話
の
あ
る
、
こ

こ
ろ
豊
か
な
、
笑
顔
あ
ふ
れ
、

光
り
輝
く
町
を
目
指
し
、
議
員

各
位
並
び
に
町
民
皆
様
方
と
一

丸
と
な
り
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
以
上
、
佐
藤
議
員
の
一
般
質

問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま

す
。

　
盤
石
な
漁
業
体
制
づ
く
り
、

育
て
る
漁
業
支
援
に
つ
い
て
、

鹿
部
漁
業
組
合
と
ど
の
よ
う
な

話
合
い
を
進
め
て
い
く
の
か
、

漁
業
振
興
会
議
以
外
に
ど
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
、

保
険
制
度
支
援
強
化
、
人
材
育

成
確
保
支
援
、
廃
棄
物
処
理
の

支
援
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
、
全

て
の
漁
師
へ
の
支
援
制
度
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
漁

業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
業
務

と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
口
減
少
を
止
め
る
政
策
は
、

雇
用
の
場
の
提
供
が
最
も
重
要

で
あ
り
、
職
場
を
新
た
に
つ
く

る
に
は
相
当
な
誘
致
等
が
必
要

で
す
。
現
在
の
企
業
を
拡
大
し
、

従
業
員
を
増
や
す
方
法
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
地
元
企
業
振
興
制
度

に
つ
い
て
、
各
条
例
案
の
具
体

的
方
向
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
間
伐
材
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

新
産
業
の
構
築
と
は
地
元
か
ら

新
産
業
を
生
み
出
す
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

　
行
政
改
革
に
よ
る
財
政
規
模

の
維
持
は
、
議
員
の
定
数
削
減
、

人
件
費
の
抑
制
、
さ
ら
な
る
補

助
事
業
の
抑
制
な
ど
考
え
ら
れ

て
お
り
、
七
飯
町
と
の
合
併
破

談
後
、
行
政
改
革
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
的
な
行
政
改

革
で
は
な
く
、
町
民
も
納
得
で

き
る
方
法
が
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
道
の
駅
観
光
に
つ
い
て
、
間

歇
泉
公
園
の
山
側
整
備
に
つ
い

て
設
計
委
託
を
し
た
事
業
の
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
大

変
よ
い
こ
と
で
す
が
、
平
成
　１７

年
度
か
ら
行
政
改
革
を
進
め
て

築
い
た
安
定
基
盤
が
こ
の
公
約

を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財

政
破
綻
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

１
年
目
に
、
ど
れ
だ
け
の
項
目

を
実
施
し
、
２
年
目
、
３
年
目

で
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
か
、
４

年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
財
源
が

必
要
か
説
明
願
い
ま
す
。

　
所
信
で
も
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
と
お
り
、
一

年
目
の
挑
戦
の
年
と
い
た
し
ま

し
て
、
今
、
具
体
的
な
法
案
に

つ
い
て
は
、
議
員
初
め
各
関
係

機
関
皆
さ
ん
と
議
論
を
し
、
よ

り
良
い
政
策
へ
と
話
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
は
、
融
資
制
度
や

漁
業
経
営
で
窓
口
が
違
っ
た
り
、

漁
協
の
制
度
、
町
、
国
の
制
度

で
窓
口
が
違
う
と
い
う
よ
う
な

話
が
聞
か
れ
る
た
め
、
人
材
を

育
成
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
で

対
応
で
き
る
よ
う
な
窓
口
を
設

置
で
き
た
ら
と
い
う
思
い
か
ら
、

相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
に
関
し
ま
し
て
当

然
、
地
元
企
業
を
し
っ
か
り
育

成
支
援
し
て
い
き
、
そ
こ
で
雇

用
が
増
え
る
こ
と
が
最
重
要
で

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
雇
用
で

は
、
先
進
事
例
を
見
習
い
今
ま

で
の
鹿
部
に
な
い
よ
う
な
産
業

も
、
で
き
れ
ば
と
考
え
て
ご
ざ

い
ま
す
。

　
私
が
皆
さ
ん
に
お
約
束
し
た

部
分
は
、
何
と
か
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

財
政
規
模
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
関
係
機
関
と
よ
く

話
合
い
、
限
り
あ
る
財
源
で
す

か
ら
、
選
択
と
集
中
に
お
い
て

行
い
た
い
、
そ
し
て
私
の
掲
げ

て
い
る
　
の
中
の
政
策
で
は
、

２０

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
事
業
も
多
く
あ
り
、
経
費
が

か
か
る
よ
う
な
政
策
ば
か
り
で

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
漁
場
造
成
な
ど
漁
業
に
つ
い

て
大
規
模
に
行
い
た
い
と
思
う

部
分
は
、
国
の
支
援
も
考
え
な

が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
て
、
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
こ
の
４
年
間
一
緒
に

皆
さ
ん
と
悩
み
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

（
質
問
者
）

佐
　
藤
　
頼
　
幸
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

（
答
弁
者
）

盛
　
田
　
昌
　
彦
　
町
長
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　２４日　道道大沼公園鹿部線の北海道要望 （議長）
　３１日　渡島廃棄物処理広域連合議会運営委員会
 （関係議員）

　９日　渡島廃棄物処理広域連合議会定例会
 （関係議員）
　１０日　新任議員研修会 （新任議員）
　１４日　議員懇談会 （全議員）
　１５日　北海道町村議会議員公務災害補償等組合

議会定例会 （議長）
　１６日　渡島町村議会議長会定期総会 （議長）
　２０日　第１回臨時会 （全議員）
　　　　総務経済常任委員会 （全委員）
　　　　民生文教常任委員会 （全委員）
　　　　議会運営委員会 （全委員）
　２１日　道議会議員冨原亮新春の集い （議長）

　１日　南渡島消防事務組合議会定例会
 （関係議員）
　３日　社会福祉法人渡島福祉会臨時理事会
 （関係議員）
　６日　議会運営委員会 （全委員）
　９日　第１回定例会（１日目） （全議員）
　１０日　予算審査特別委員会 （全委員）
　　　　第１回定例会（２日目） （全議員）
　１５日　鹿部中学校卒業式 （議長及び議員）

　１６日　しかべ幼稚園卒園式 （議長及び議員）
　１７日　鹿部小学校卒業式 （議長及び議員）
　１８日　衆議院議員前田一男新春の集い （議長）
　２３日　鹿部町社会福祉協議会評議員会 （議長）
　　　　渡島福祉会評議員会・理事会（関係議員）
　２８日　教職員合同送別会 （議長及び議員）
　３０日　まち・ひと・しごと創生総合戦略有識者

会議 （関係議員）

　６日　鹿部小学校入学式 （議長及び議員）
　　　　鹿部中学校入学式 （議長及び議員）
　７日　しかべ幼稚園入園式 （議長及び議員）
　１０日　林野火災予消防対策協議会
 （議長及び副議長）
　１１日　函館新聞創刊２０周年記念式典 （議長）
　　　　議会運営委員会 （全委員）
　１２日　財務行政懇話会 （議長及び議員）
　１４日　町内会連合会総会 （議長）
　１５日　参議院議員長谷川岳政経セミナー（議長）
　１７日　鹿部救難所幹部会 （議長）
　１９日　北海道漁港漁場協会通常総会及び大会
 （議長）
　２２日　衆議院議員おおさか誠二陽春の集い
 （議長及び議員）
　２５日　議会運営委員会 （全委員）
　　　　第２回臨時会 （全議員）
　　　　第１回議員全員協議会 （全議員）
　２６日　渡島町村議会議長会臨時総会 （議長）

１月

２月

４月

平成２９年２月～平成２９年４月　本会議及び各委員会等の出席状況
（○は出席、×は欠席、△は遅刻・早退、―は該当なし）
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会　　　議

○○×○○○○○○○平成２９年第１回臨時会（２／２０）

○○―○○―○―○―総務経済常任委員会（２／２０）

――×―○○―○―○民生文教常任委員会（２／２０）

―――○○○―○―○議会運営委員会（２／２０）

―――○○○―○―○議会運営委員会（３／６）

○○○○○○○○○○平成２９年第１回定例会（１日目、２日目、３／９～１０）

○○○○○○○○○○平成２９年予算審査特別委員会（３／１０）

―――○―○―○―○議会運営委員会（議会だより編集　４／１１）

３月


